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騎井二郎

皿一2YL亙法(統)

】)e肚a這正(Scintrex)

1967年それまで小粒なカミら特色ある機器メｰカｰと

して知られていたSharpeInstmmentsとコンサルテ

ィング･コントラクダ業務を主体とするSeige1As･oc1a-

te･とが合併して新たに総合的資源開発企業S･int･･x

(86ienti丘｡肋s拉uments地searchan(1万"P1oration)が

誕生した.このうちSeige1Associatesの方はこの

Sc三ntrexの子会社としてそのまま名前も実体も存続して

いるがこの一連のグルｰプは金属鉱床を主軸とする物

理探査関係はもとより大気汚染監視から通信･放送用

機器の製造まで幅広く手カミけその調和のとれた総合力

は世界的水準からも抜灘である.

同社のトップを構成するSEIG肌Bossc趾RTあるい

はPEMB鵬ToNらはいずれもその道ではよく知られた

権威者でIPとEMを二本の大きな柱としているだけ

で校く重力計まで製作していることからも判るように

鉱山物探だけに限っても間口の広さは他にその例を見な

い.請負サｰビスもきわめて活発でそのC･eWは全

世界にあまねく展開している.

EM法については同社はとくにSLINGRAMタイ

プの技術にSha･pe以来継承してきた地盤の強固さが

うかがえるが早くから流電電磁法のTURAM方式に

も力を入れGEMで40～1,OOOH｡の周波数帯を使用

するELFRAM(SE-7577)および三周波数(200

400800H邊)TURAMのSE-71AEMの分野では

TURAIR(後出)を開発しただけでなく空中VLF法に

まで類似の設計思想を取入れたのが注意をひく.すな

わち同社の開発したDeltairシステムはこれらの系

統と同じく位相差と振幅の傾度測定を動作原理としてお

り第1図にみられる通り受信コイノレは飛行方向に同軸

になるよう固定翼機では機首と機屋に取付ける一方

ヘリコプタｰでも曳航バｰドを用いて同様な測定を可能

ならしめている.したがってTURAM方式の特質

であるところの一次磁場の変動や機首方位傾斜角変化

等によるランダム誤差の影響から免れうる利点を備えて

おり他社のシステムとは異なった独自の強味が予想さ

れるだけに当初は関係各方面より多大の期待を集めて

いたものである.しかしながら“せいぜい構造的な意

味をもつにすぎない大規模な異常しか検出できぬ他社方

式にはみられぬ微細構造に対する高度な分解能"を前

面に押し立てて1970年華々しくデビュｰしたものの

その後一向にはかばかしい進展カミみられずいつの間に

かVLF法全体に対してきわめて批判的な姿勢を示すよ

うに変容してしまった.

第1図

De1taifのセンサ部.

飛行機はQueenAir�
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策2図

地上用VLF測定器一SCOPAS

同社はこのDe1tairとは独立に水平磁場を参照基準

とし合成磁場の垂直成分そのものを測定するCRF-1

なる簡易型の空中VLF法装置を発表したカミこれも任

意の軽飛行機に“snap-0n"できる設計になっており

またSCOPAS(第2図)なる商標で地上用VLFの測

定器も販売したりして結構多彩な機種を手掛けてい

るがその効用についてはむしろ自分自身でも懐疑的な

ようにもみえる.TURAM式の測定原理ではどう

しても可探深度の向上を狙った直接探鉱的な色彩が

濃厚となってくるためによほど巧妙な工夫でもない限

り9eo!ogicnoiseそのものを検出しているような

VLF法の特質とは所詮氷炭相容れぬ結果となってい

るのかも知れない.いずれにしても今後の成行きカミ

注目されるカミVLF法に対する同社の実績とその評価

か暖昧な点は発展の期待されているVLF法に差し込

む唯一一の暗い形となっている.
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McPharもカナダ鉱山物探界の名門で創立は1946年

というから離合集散のはげしいこの業界では老舗とい

えよう.現在の社長のP.H蛆L0FはIP法一とくに

周波数領域の技術に関しては秀でた実績を有しており

一部の探鉱関係者が同社に寄せる声望は信仰に近いもの

すら感じられるほどである.

をリｰダｰとする同社の研究スタッフであ6(テスト飛

行は1948年)システム名として残っているINCOの方は

むしろ財政的支援が主体であった.数力のすぐれた着

想を生む源泉となった北欧系の諸先達とともにMcPhar

の名はAEMの歴史に不朽の光彩を放つ.

加えてVLF法の前身ともいうべきAFMAG法に

関しては商業的には空地ともほとんど同社が独占して

いるところからVLF法に対しても当然意欲的な進出

を図るかと思われたがな晋か空中用のKEMシステ

ム(Ki1ocyc1e万1ectro〃zagnetics)を発表したのみで

今のところ地上用のVLF測定器は製作していない.

また全般的な雰囲気としてもこの新分野に対し必ず

しも前向きな姿勢は感じられずこれも前述のScintrex

とは別の意味でやや奇異な感に打たれる.

前号でもふれたようにKEMの動作原理は合成磁場

の伏角変化の測定にあるが同時に信号強度の相対的振

幅をも副次的な情報源として記録するように配慮してお

りAFMAG法の開発で長い問っちかわれてきた技

術的蓄積からの自然な延長とみなすことカミできよう.

ScINTR唖が自己の手順れたTURAM方式に準拠し

た経緯といい各社ともその持味をフルに生かせる既存

の技術体系を中核としているのは奔放なアイデアに踏

み切ることがいかに困難がという実情を暗示しているか

のようでまことに興味深い.

第3図はKEMの簡単な原理図である.それぞれ

が水平軸に対し45｡の角度を在す2個の直交する受信コ
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EM法に関しても機器製作･調査請負作業が一貫して

包含されておりこれまたIPとともに同社の二大部門

を形成しているが地化探の分析サｰビスまで傘下にお

さめているほどであるから総合性においても決して人

後に落ちるものではない.しかもユ950年史上初の

AEMの開発に成功したのは実質的にはC.DAYIDs0N
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第3図
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KEMの測定原理概念図�
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イルに誘起した信号強度を比較しており理論通りにゆ

けば地下導電体一とくに垂直導体の直上で正負異常が逆

転する伏角のクロスオｰバｰ点(ならびに振幅の増大)

が期待される.これは同社の空中AFMAG法にも採

用されている方式でGEMにおいてはしばしば垂直ル

ｰフ法(伏角法)と呼ばれている範ちゅうに属する.

GEMでは測定者がイヤホンで最小音を探りつつ単コ

イルの軸を合成磁場の方向に手動で合せてゆくがとく

に振幅変動のいちじるしい空中AFMAG法ではその

影響からのがれるためこのような方策が必要とされ

これカミそのまま技術としては類似の関係にあるVLF法

のKEMシステムに引継がれたのであろう.

この伏角法は通常SLINGRAMの水平ルｰプ法より

は一段簡易祖技術と考えられるから地上用のVLF

測定器は前記のSCOPASをはじめとしてRADEM
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trOniCS)等みなこの原理に曲るかあるいは最低限

この種の機能をなんらかの形で組込んでいる.そのた

めGeonics杜の主張するようにyLF法で本来うべか

りレ庸報量を十二分に生かし切っていないとみる向きも

あるが一方VLF法に期待できるのはこの程度が限界

とする考え方も成立つ.このいずれが妥当な見解であ

るかは実績の積み重ねを待って判断する以外にない.

なおKEMは“button一･n"を唱導するM･Ph･r杜

の製品だけに装置の取付けはいたって自在に設計され

ておりセンサまでをも含めた総重量は45ポンドにも満

たない.センサはファイバｰグラスに収納したPod

を固定翼機では翼端に固定するがヘリコプタではバｰ

ドとして曳航する.

今までの各システムについて挙げてきた実例はいず

れもコンパイノレされたあとの最終表示結果だけであった

のでここではKEMのナマの記録をかかげておく(第

4図).これは前記のCa∀endish地区とならんでAE

Mの“favouredtestsite㌘となっているSudburyの

Whist1e鉱山でえられたもので鉱体はnoriteと9re-

enstoneの接触帯の榴出部に胚胎しており幅約1,000

フイｰト厚さ約50フィｰトで南へ向かって25｡～40｡

ほど傾斜したレンズ状をなしている.鉱体頂面の深度

は地表下約200フイｰトでAEMの実験対象としては

まさに手頃の賦存深度といえよう.ただし鉱体は強い

磁性体であるとともによき導電体(S=50%)ではある

カミこの地域における他鉱山の同種の硫化鉱床よりは若

干高比抵抗と云われているものである.

このときのテストはいわゆるintegratedSyStemの一

種で同社の伝統とする二周波数の離相成分測定方式の

F-400および4チャンネノレのガンマ線スペクトロメｰ

タに加えて磁力計を組込み電波高度計やinte･Va10･

meterまでをも含めた全チャンネル数は実に12に達する.

そしてこの第4図はVLF法だけが単独で用いられ

たときの弱味がはしなくも露呈されていると同時に多

角的に総合されたinteg工atedSyStemの威力が如実に示

された好個の例でもある.

すたわち同図中されいなクロスオｰバｰ点とピｰク

をみせてはいるもののKEMの両トレｰス(伏負電

界強度)だけでは明確恋判定の下し難いABCの各

第4図
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KEMの記録実例(ユ〕

異常灘もF-400のそれと対比

すればAは顕著な導電性物質B

はゼロ応答Cは貧弱な導電体と

簡単に区別がつきさらに磁力変

化をも参照して地質的考察を行な

えばBは塩基性岩脈に隣接する断

層性構造といった具合に適切た

解釈が明快に進められていく.

また同じくKEMの記録で磁

気および航跡写真との対比によっ

て明白祖効用の認められる例を第

5図に示した.この場合KEM

の伏角･振幅間の対応関係は明ら

かである.三ケ所の異常のうち

左端のそれは完全に湖水の影響で

あり右端も湖沼の地点と一致は

しているが磁気異常も強く現わ�
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れているところから湖水のためだけでもなさそうだ.

中央の異常だけは文句なしにf0110w-upの候補に採り

上げてよさそうな感じである.

前にも述べたがKEMは伏角の測定であるため前

掲の実例にもみる通りクロスオｰバｰ点の両側に正負の

山と谷ができる.このため地下構造が単純な場合はよ

いが大小さまざまな各種異常灘が近接して存在してい

るようなときには直観的に判断しがたい複雑なパタｰ

ンを生じる.空中磁気探査などでもこれと類似の問題

に直面しておりこの対策として疑似重力のような各種

の数値フィノレタによる処理法が考案されているカミKEM

ではLagrangeの方法による一次微分をコンピュｰタで

求めて図化する方法を採用している(第6図).この種

の手法は磁気･重力探査では常套手段であるカミAEM

では珍しい.

ただデｰタ処理にあたってはなんらかのフィノレタ操作

を必要とするのはKEMというよりは伏負測定による

VLF法全体に共通した問題らしくDIGHEMシステム

の設計者F趾sERもかつてKeevi1鉱山にあったとき

地上用VLF法のRADEMを使用した経験から同じ

く琴線レベノレをよぎるクロスオｰバｰ点を単峯性の異常

曲線に変換する数値フイノレタを提案している(1969).

このことは他のシステムに関しても全く同様に適用

される普遍的な概念であってたとえ測定系そのものが

完壁な形で設計されていたとしても適切なデｰタ処理
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第5図KEMの記録実例(2〕

技術の完備なくしては効果が半減するどころか9eo1･gi･

nOiSeのために収拾がつかなくなるおそれが多分にある

ことを示唆するものである.VLF法においてはハ

ｰドとソフトの澤然一体とした連繋が必須の条件であり

これまでのAEMでは必ずしも重視される必要のなかっ

た要素が介入してくることは何度でも認識を新たにして

おく必要がある.技術の進歩は一方においてfoo1

p･oofな“大衆化"をもたらした反面他方においては

それにたずさわる人々に対して根本的た意識の転換を促

している.

KEMは1969年以降の3年間に北米オｰストラリ

ア南アフリカなどの各地でカナダ領北極海から砂漠

地帯にまたがる60,000ラインマイノレを摘んだと云われて

いるがその大部分は他型式のAEM磁力計ガンマ

線スペクトロメｰタ等とintegrateされており発注者

が果たしてVLF法にどこまでその投資額の回収を期待

したかはさだかでない.しかしKEMに限らず

inte9･atedsystemの一環としての空中VLF法の存在

がすでに無視しがたい水準にまで定着したことはこの

数字からも明らかである､

皿一3A亙MAG法

VLF法の先輩格に当るAFMAG法(･!udi･ガ･e-

quenCyMαgnetiCS)の現況についても一応概観して
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おく必要があろう.本来ならば歴史的にもまた説明

の順序からいってもむしろAFMAGの方こそVLF

法に先行すべき筋合いのものではあった.

1955年SLIc亘丁鵬は通常の電磁法では妨害源とされて

いる空電現象を逆用して信号源に当てるならばs/N比

の大幅な向上が期待できるのではないかと提口昌しこの

着想をAmerican1Meta1Co｡の後援の下にWARDら

が1958年にAFMAG法として具現した.

すなわちこの技術もまたVLF法やMagneto-

te11uric法と同じく信号と雑音間の可逆性を利用して

独立した探査技術へ転換を図った一例であり自前でエ

ネルギｰ源を用意しなくともよい“passive"な方法に属

するものである(第7図).

このAFMAG法も空地双方に適用が可能であって

原理的には地球電磁気学ではSfericsと呼ばれている

ELF(五xtreme1y工0w亙requency)帯における大気中の

自然磁場一主として雷放電に由来する一が地下導電性物

質の不均質た分布によって擾乱を受ける現象の利用に帰

着する.測定量としては合成磁場の伏角変化以外には

実用化が困難と考えられているが地上用と空中用とで

はやや趣きを異にしている.直交する二個のコイノレを

使用しているところは空地とも変らないが地上用が位

相検波器と組合せて参照電圧との同相分を取り出してい

るのに対して空中用は前記のKEMと同じく両コイノレ

出力の振幅比を測定するものである.この方式はドリ

フトの不利を蒙る代りに合成磁場の回転による影響か

ら免れることができかつ広いダイナミックレンジを得

ることカミ可能とされる.ただし地上用が合成磁場の

伏角方位角およびその方向の三種類の測定量によって

ベクトノレ表示がなしうるのに反し空中用は今のところ

飛行方向における伏角を知るにとどまらざるをえない.

またMcPharのAF-4型はKEM同様電界強度も

同時記録しているがあくまでも伏角デｰタの信頼度を

チェックするためのものにすぎないことを自認している.

解析の面では導電体の賦存深度や傾斜角はもちろん

曳航バｰド式の離相成分測定方式と同じく二種類の周波

数における尖頭値の比をとることによって導電率につ

いてもあらましの見当をつける構想が発足時においてす

らすでに練られていた.異常地点の有無とその定性的

な格付けあるいは標準曲線との大雑把な比較による半

定量的な解析に終ることの多い普通の垂直ルｰプ法より

はある意味ではよほど前進したものであったともいえ

る.

現在AFMAGは商業的にはMcPha･杜の支配す

るCrOss1andLicensingCOrpOrationが全世界の特許を

抑えているが地球物理学の一大部門である上層大気中

の電磁気現象と密接に関連しているところから格好な

研究対象としてこれを選ぶ資源探査関係者以外の人女も

少なくない･その魅力はエネノレギｰの発生機構や時間

的･空間的な分布姿態もさることながらやはり他の

AEMにはその例をみない可探深度の大きさに求められ

るだろう.AFMAGの利用するELF帯はVLF帯よ

り一段下の1kH尼から1H頸までを含むので(第8図)

計測上の問題さえ解決すれば可探深度は向上する.同

じくこの周波数帯を利用するMagneto-te11u･ic法が

油田探査のような深部構造に適用されていることは周知

の通りであるし最近の文献によればカナダ地質調査

所がMcGi11大学と共同して推進している研究では8H｡

のシュｰマン第一共振帯を使用しているほどであるから

高周波による分解能の改善と並行してAEMの低周波化

は加速の度をゆるめることはあるまい.

第7図

McPharのAF-4システム式�
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第8図地球電磁場σ)平均スペクトル強度(B1ei1による)

さてAFMAG法はその卓抜した斬新性とともに出

現当初はこの可探深度の向上に多大の期待が寄せられて

いたものの20年に近い歳月を経た今日にいたっても残

念ながら満足すべき状態にあるとはいいがたい.初期

には他のAEMと同様に塊状硫化鉱床の直接探鉱用一と

くに300フィｰトの厚い壁を打破すべき強力な新兵器と

嘱望されていた.実際前掲のWhist1eやMattagami

鉱山におけるAFMAGの実験例では既知鉱体上でみご

とな異常を示しておりしかも高度3,O00フィｰトにお

いてさえもなお検出可能な振幅が確認できたところから

この分では5,O00フィｰトぐらいまでのたとえば岩

塩ドｰムのような油田探査にも使えるのではないかと期

待されていた.調査対象によっては可探深度をさし

て要求しない場合も少なくないがその際には測定飛

行の対地高度は節約された分だけ高く取ってもよいこと

になるからこれは地形の険阻な地域での調査において

は図り知れない便益をもたらすものといえよう.

ところがAFMAGは意外にもこの予想を裏切り

現在ではむしろ断層追跡のようなmappingに適した方

法とみ恋されるように変貌して行っ

ニアで三種類のAEM一一回転磁界式RioMu11ard式

AFMAG一の比較実験を行ないAFMAGは前二者の

検出した1,000フィｰトの並行導体の弁別に失敗して分

解能の低さを露呈した反面可探深度ではさすがに他を

上回りかつ断層帯の検出にもきわめて有効と判定され

た(第!0図).この実験の目的は直接探鉱用としての

これら三種類の優劣の比較にありmappingへの適応

性の検討ではなかったがこれを契機としてAEMの

mappingへの可能性がようやく関係者の耳目を集めは

じめたのである.

さらに1966～67年にかけてAMAX杜がマニトバ州

の有名なThompsonBe1tを含む6,000ラインマイルを

調査した結果でも広域地質のmappingに対する優秀

な適応性が認められた.この頃すでにAFMAGへの

期待は直接探鉱用からmappingへと大きく転換しつつ

あったのである.つづいてカナダ地質調査所が1968

年AMAX調査地域に隣接した両側に約3,500ライン

マイルの側線を設定し既存の地質デｰタとの綿密な対

比を行なった結果ここでもスケｰノレの小さな硫化鉱体

などよりは地下水脈の探査をも含めた構造探査に対し

て効果のあることが実証された(第11図一CO11ett

慮摂���

ここまでの経緯は必ずしも悪くない.当初の目的と

した特定対象に対する直接探鉱法からより普遍性に當

む一般地質構造解明のための探査技術へと変貌して行っ

た例としてわれわれは空中磁探を知っている.だが

AFMAGの場合はその長所にくらべ欠点とまでは断

定できないまでもあまりにも多くの問題点が目立った｡

まず雷放電という本質的に定常性を欠く自然現象を利

用しているところから季節的変化や目周変化には在は

たのである.｡

すなわち1958年いち早く空中

AFMAG法を実験したShawは

その異常灘カミケベック州北部とオン

タリオ州を東西に走るteCtOniCStru-

Cture灘との間に良好な相関関係を

示すことを指摘した(第9図).ま

たWardもWhist1eでの実例か

ら構造探査への適応性を予見してい

る(!960).もっともこの時点で

はそれはまだ副産物一としての認識

の域を出ていなかった.

その後MARK0wEIcKIeta1(1964

65)は東アフリカのケニアとタンザ

�����K'JHGFEOC日^������

�亀����������'呈O`一1L一^咄肌[

漉�����

�������

�＼�����{�����

�o⑭㌻����������一20･TlL一^岬CL[

�漉����

�『�㌔������一一�･.〆��

���も�����'一一���

漉�����

��'������イ���

���■���1�●���舳�

����������150岬PROFlLE�

������■���“��

�亀���一��/�����

�����“������

顯�����������

↓�����寺ψ������

��紉���

����卯������ol〃1}1�

����������自�

�o��������}��…C^LE

�一�'�●●紗�}�ふ������

����������〃�

��������甲｡�ひψ��

�“���,�������

�■��������､��

}�■����������

1､�����〆����●��

���������●��

����ノ�����坦��

����������㌔�

�����●ANOM^L,ESONlNTERMED1^TELlNES.^NOM^LlESONPROFlLES������

第9図カナダ東部のAFMAG調査結果(Shawによる)�
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だしく支配されやすい.たとえば日本やカナダを含む

北半球の中緯度帯では冬期から春･秋の一部にかけて

信号強度は連続観測カミ不可能たまでに低下し一目の間

でも変動カミはげしくしかも目中の方が夜間よりも微弱

である.この点では同じ“passive"方式とはいえ

送信源の安定しているVLF法に比し格段のハンディキ

ャップを宿命的に背負っているといえる.また世界

中を全部合せれば常時2,000個ぐらいは発生しており

電流にして2,000A程度を供給しているといわれる雷の

分布にしても地理的には赤道周辺のごく狭い帯状地域

(のなかのそのまた特定区域)に集中しておりそれ以

外では必ずしも満足しうるほどの強度を確保しにくい.

さらに信号源以外の不安定た局地的雷放電によって

自然磁場は振幅･位相ともにきわめて変動的な影響を受

ける.したがって再現性も極度に悪く(“nOt0･iOu･1y

p00r")異常の軸が目によって数百フィｰトもズレを生

ずることがありこの障害から免れるため定点で伏角

と主軸の方位角を連続的にモニタリングする案が推奨さ

れてはいるが問題の解決にはほど遠い状態にある.

このほか地質とは全く関係のない偽似異常がひんぱ

んに出現する現象もしばしば指摘された.とくに空中

AFMAG法ではこの傾向が強く.地形の変化だけで

顕著な異常の生じる場合が少なくたい.その反面既

知鉱床の上でさっぱり異常を示さなかったりあるいは

折負の二周波数測定も記録の相関が悪くその意義が全

く生かされない等とにかく数々の難点が経験された.

もちろんすべての面において万能な探査技術などは

存在したい.今全盛をきわめているIP法ですらも

輝やかしい成功例に数倍する失敗例のあることが知ら

れはじめ“muchaisenchantmentwithIPmethod"

L州丘50

､τ一“ア､よ.._､

などとささやかれる昨今である.そこでAFMAGの

“長所"の方を見てみよう.

まず空中用としての装置の小型軽量化はICLSIの

普及にともないAFMAGに限らずどの分野でも盛ん

に進められている一般的傾向であるが前々回でも言及

したように電源部の小型軽量化は容易でない.この

一1気受信器のみですむpassive方式の軽便性は現場調査

の能率を著しく向上させる筈だが現在市販されてい

る地上用のAFMAG測定器は一回の測定にかなりの

長時間を要するだけでなくその割には小型でもなけ

れば軽量でもない.簡便性をうたうからにはせめて携

帯用のプロトン磁力計やシンチレｰションカウンタ並み

の簡便さが欲しいし後発のためでもあるがこの点地

上用VLF法(第2図)はこの条件を完全に満してい

る.次にAFMAGの本来のs･1espointは可探深度

の大にあった筈だ.深部構造を解明できる電磁波応用

の探査技術はAFMAGが唯一のものではないけれど

もエアボｰンとして使える種類はごく限られている･

したがって他のすべての性能に見劣りがしたとしても

この可探深度の向上さえ着実に前進していればそれだ

けでAFMAGは充分にAEMの世界で貴重な存在とな

っていたと思われる.しかし初期における好調なス

タｰトのあと上記のような種々の制約に悩まされて一
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第10図東アフリカのAFMAG実験結果(Markoweickieta1による)

第11図カナダ東部における断層解析の例

(Manitoba州Ne1sonRiver地域地質調

査ではReed湖に向って延長していると予想

されていたBerryCreek断層はAFMAG

では方向が担当偏移していることが判明した

一CollettandBe11による)�
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向に喧伝された成果のあがらぬままかえってmapping

への適応性の方が前面に押し出され“大規模構造の検

出能と側線密度の節約"を強調する向きもあるがこれ

は分解能の悪さと表裏一体の関係にあり一概に長所と

して評価する訳にはゆかない.理論計算の結果によれ

ばセンサから100m直下の導電体の長さが300mを割

ると弁別が困難になるといわれている.そしてVLF

法の進展はこの最後のよりどころでさえも奪い去らん

とする気配に立ちいたってきたのである.

AFMAGは数あるAEMの諸システム中でもとりわ

け異彩を放つ変り種というだけでなくたしかに捨てが

たい魅力を残している.問題点は多いにしても必ずし

も物探技術史上の単なる一騎に転落してしまった訳では

ない.それ故にこそここに一節を割いた.しかし現

時点での状態から判断するかぎりどうヒイキ目に見て

も欠陥を埋め合せるだけの価値は認めがたい.

W･･dをはじめ今でも発表される論文数は決して少

狂くなく解析法の定量化も徐々に進められてSLING

RAMに遜色ないレベルにまで迫りつつあるが肝心の

dataaCquiSitiOnとそれに関連した諸問題が抜本的に解

決されないかぎりその甘美な果実はことごとくVLF

法に吸い取られる結果に終わるであろう.

AFMAGの資源探査のための請負実績は微々たる

ものにすぎない.前節のKEM同様3年間に工事量

25,000ラインマイノレと言われているもののその大部分

は磁気と併用されている.AFMAG単独の調査とし

ては目的は不明であるカミ1969年度のSEG統計によれ

ばカナダでわずか2,000ラインマイノレという数字が掲載

されているだけである.おそらく装置としてのint･一

grationカミ可能であっても｡perationa1た面でのAFM

AGの低稼動性のためかえって全体の足を引張ってしま

う結果になっているのではないかと想像される.

VLF法の前にすっかり影が薄く渋ってしまった現在

でもAFMAGを依然として捨て切っていないのは大

学関係やカナダ地質調査所のような公共機関をのぞけば

元祖のMcPharぐらいのものであろう.Barringerも

一頃Te!t･an(T611u･ic〃伽sients)怒る商品名で実に

1,000皿の可探深度を呼号しつつ手を出しかけたが見

切りをつけるのも早かった.もっともこのTe1tranで

採用された設計概念は半ば定型化していたそれまでの

単純た伏角一一本槍の測定法から脱却して水平磁場用の直

交二軸のコイルと垂直電界アンテナを用いH/Eの比を

求めて到来信号の方向の識別まで試みていたからこの

ために費やされた研究開発のエネノレギｰはそのまま

RadiophaseやE-Phaseに転用され無駄にはなっ

ていない.･

以上悲観的な面のみを強調した結果になってしまっ

たけれどもVLF法の台頭によって事態がここまで急

変した以上mappingなどはあきらめてyLF法にゆ

ずりもう一度原点に立ち返って本来の看板とする可

探深度の向上に全力投球をした方がよいのではないかと

筆者などは考えている.かつてAFMAGが鼓吹した

いくつかの特色は可探深度をのぞけばことごとくVLF

法によってより洗練された形で代替カミ可能である.可

探深度以外にAFMAGが生き残れる道はたい.もっ

ともVLF法については軍用通信網の利用からくる将

来の永続性について不安を表明する人も一部にはある.

しかし万が一のその場合でもオメガ送信局への乗り替

えが可能とみられるから致命的な打撃となることはない

であろう.

現今実用に供されている唯一の空中AFMAGシス

テムであるMcPharのAF-4は140H田と500H究に

同調しており｢通常型｣であるところの同社の400シ

リｰズよりも50%以上低周波となっている.いわん

やこの点に関してはVLF法などは足許にも及ばない.

ただし｢通常型｣でも低周波化は一段と促進される気運

にあるから果たしていつまでAFMAGのこの優位カミ

保持できるかは疑わしい.｢通常型｣に入れるには一

寸抵抗があるカミScintrexのTu･airは200H男を使

用しておりこれは充分AFMAGをおびやかすに足

る数字である(並行して逆の動向もある.最近Sander

Geophysicsでは従来の1KH尼の標準型ヘリコプタ

EMに加えて表土のあまり厚くない地域における低導電

体の検出を狙った4KH囲型を発表した).それにMひ

Ph･r自身も｢通常型｣の多チャンネル化の波に乗って

上は10,700H｡から下は107H雷の5種類の周波数を

用いる方式を開発中と報じられている.

ただAFMAGは10H尼ぐらいまでは可能といわれ

実際にもかって90H田を試みていたしまた双極子源

によるシステムではいかに周波数を下げたところで励

振力の局地性からは免れがたく大構造の探査能力につ

いては所詮AFMAGに及ぶものではない.さらに減

衰率(直線状導体の場合距離に逆比例)の強味とも併

せてAFMAGの価値カミ全面的に否定される確率は今

のところ小さいが全般的な流れとしては大きく停頓状

態にあることだけは否めない.もっとも気象学への赤

川が計画されているとのニュｰスもあるほどだから案

外飛んでもたい方向に所を得て転進してゆくかも知れ

ない.ソ連でも地道ながらいくつかの基礎研究が今で

も散発的に発表されておりこれもAFMAGが全く見

放されていない間接的な証拠といえよう.(つづく)

(筆者は物理探査部)�


